

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行数 12 14 24 12
語節単位 無定 2 4 3

































対立と調和 自然との葛藤 労働の規律 過去との乖離 すべての融和とｲ和
Sequence
起 承
Icock　my　carで
ﾅ転調がはじまる
@　　転
土地（女性原理）
ﾆ詩人の結婚
@　　結
図表（3）
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pour　now’［aun－nau］のように多用されていることも詩全体の照りかえ
し構造を保証しているのである。図表㈲を参照していただきたい。
　図にも示してあるように第1部の‘he’は誰れを指すか不明確であり，
ピー二・一が意図的にheという代名詞を選んだのは明らかであるから，そ
の暖昧性こそむしろ重要なポイントである。本論の最初でも既に論じたよ
うに第1部は創世されたぼかりの初源的薄明の世界であり，そこに棲むも
のは自然のElementからまだ充分に分離し，明確な輪郭を持たぬ生物で
ある。従ってそれは動物でもあリアイルランドの原住民でもあり詩人でも
ある。第2部のamanは労働して生きる農民であり，また詩人でもある
ことは既に言及したとおりである。さて，なぜヒーニーはこの二つの部を
現在時制で表わしたのであろうか？　その理由はまず第一に生命の営みと
して（He　fords／his　life．．．＿）の生物の営為は普遍的なものであるからで
ろうと考えられる。つまり自然環境の中における労働という面である。も
うひとつの理由はこれらを詩人の仕事である詩を書く行為をsub－textと
して示したかったからであろう。詩人の詩作行為の現場を活字にするには
現在時制が最も適当であろう。第3部で過去時制の移行するのは詩人が個
別の具体的事例を想起しているからである。theirが指示するものは明示
されていないが，後半に出てくる‘the　dead’と‘the　locale’を示してい
よう。更に複数形が多用されていること（rains，　confabulations，　gravel　beds，
spouts，　airs，　tresses，　voices，　crops）も具体性を強めると共に，個々の存在の
集合性（英語で言えばcommunality）を強調するためと考えられる。そ
のためにかえって詩人が単独者として，今この時にひとつの不在に耳を澄
ませる姿勢がそこだけぽっかりと浮かび出る。そして過去に於ては豊かに
存在していたcommunalityを喪失している詩人はゲールの世界の伝承へ
の強い渇望を感じるのである。詩人は単独者として，自分の周囲にぽっか
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りと空いている‘an　absence’を詩作行為という想像力の実践でうずめて
いかなければならない……というよりは，ここで重要な変化が起きている
ように層、うのだが，詩作とは意志的行為だけではない……。つまりリルケ
的に言えぽ，静かに待つことの中に豊かに受胎してくる時間，受動性（ワ
ーズワスの‘wise　passiveness’）が必要ではなかろうか。ヒーニーはイエ
イツとワーズワスを比較して論じた“The　Making　of　a　Music”の中で
次のように述べている。
　　If　you　like，　I　am　interested　in　the　way　Va16ry’s　two　kinds　of
poetic　lines，1θ5　vers　40π舵5　and　les　vers　calczal6s，　are　combined．
The　given　line，』the　phrase　or　cadence　which　haunts　the　6ar　and
the　eager　parts　of　the　mind，　this　is　the　tuning．fork．to　which
the　whole　music　of　the　poem　is　orchestrated，　that　out　of　which
the　overall　Inelodies　are　worked　for　or　calculted．　It　is　my　impression
that　this　haunting　or　4∂nn60ccurs　to　all　poets　in　much　the
same　way，　arbitrarily，　with　a　sense　of　poromise，　as　an　alertness，
a・hanke血g，　a　readi箕ess．　It　is　also　my　impression　that　the
quality　of　the　music　in　the伽ished　poem　has　to　do　with　the
way　the　poet　proceeds　to　respolld　to　his　donne．　If’狽??@surrenders
to　it，　allows　himself　to　be　carried　by　its　initial　rhythmic
suggestiveness，　to　become　somnambulist　after　its　invitations，
then　we　will　have　a　music　not　unlike　Wordsworth’s，　hypnotic，
swimming　with　the　current　of　its　form　rather　than　against　it．
If，　on　the　other　hand，　instead　of　surrendering　to　the　drift　of　the
orginal　generating　rhythm，　the　poet　seeks　to　discipline　it，　to
hamess　its　energies　in　order　to　drive　other　parts　of　his　mind
into　lnotion，　then　we　will　have　a　music　not　unlike　Yeats’s，
af五rmative，　seeking　to　master　rather　than　to　mesmerize　the　ear，
swimming　strongly　against　the　current　of　its　form，　　、
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　ここで言うワーズワス的受動性への傾向とイェイッ的能動性への傾向を
ヒーニーは“The　Fire　in　the　Flint”というホプキンズ論の中では‘femine
mode”と‘masculin　mode’に相応すると分類している。便利な2分法だ
けに乱用すれぽ足元をすくわれるのだが“Gifts　of　Rain”の第4部の調子
を‘feminine　mode’として考えるとヒーニーの次の説明は的を得ているよ
うに思われる。
　＿．．．words　in　the　feminine　mode　behave　with　the　lover’s
come－hither　instead　of　the　athlete’s　display，　they　constitute　a
poetry　that　is　delicio11s　as　texture　before　it　is　recognized　as
architectonic．
　詩人の中に両方の傾向が混在しているのが普通であり，あくまで傾向性
の問題であるがヒーニーの場合も“North”や“Bone　Dreams”（N．）のよ
にリズムを短かくたたき切るようにして言葉をねじ伏せていく意志的なエ
ネルギーを感じさせる作品の場合と，“Glanmore　Sonnets”（F。　w，）の皿の
ように‘les　Vers　donnes’に身をゆだねているような印象の作品の場合が
ある。
　“Gifts　of　Rain”のユニークな点はこの二つの傾向が同時に表われてい
るこ．とである。1～2部の‘masculine　mode’が3部で転調，され‘feminine
mode’が主調である4部へと流れ込んでいる。その転調は‘I　cock　my　ear／
at　an　absence－’から始まる。特にダッシューは受動的に待つ時間を示
している。Moyola河は先にも論じたように女性性であるが，頓呼法の使用
によって2人称的にも感じとれることが重要である。he→a　man→［they
el］→［she（you）十1］という人称名詞の用い方がらみても［彼らと私］’と
いう対比から［あなたと私］という融和の中に詩が終ることに意昧がある。
しかもそれはモヨラが女性原理のすべてを象徴するものとして用いられて
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いることに支えられているのである。土地は言霊の棲む場所であり，その
奥処より出てくる音を聞きとるために詩人は女神（Muse）を必要とする。
そして同時に性が聖へと昇化されていくプロセスがヒーニーの詩である。
ヒーニーに於て政（まつりごと）は性と聖への侵犯として問題となる。
〈注〉
（1）　ヒーニーに多大な影響を与えたアイルランドの詩人にPatrick　Kavanagh
　　がいる。彼はアイルランドの土壌そのものが詩のテーマとなりうることを示
　　　している。ヒーニーはKavanagh論“From　Monaghan　to　the　Grand　Canal”
　　でKavanaghの言葉を引用しながら“lt　is　as　if　the　stony　grey　soil　of
　　Monaghan　suddenly　became　vocal．‘Clay　is　the　word　and　clay　is　the
　　flesh’”，と言っている。おそらくKavanaghの言葉はMandelstamの詩と
　　共に地質＝言葉＝身体のアナロジー形成のヒントとなったと考えられる。
（2）　cited　in　Patrick　Rafroid’s　“The　Sense　Place　in　Seamus　Heaney’s
　　Poetry”，　Studies　on　Seamus　Hean　ey（1987，　Centre　de　Publications　de
　　L’Univirsit6　de　Caen）
　　　　Idon’t　think　of（the　territory　that　I　know）as　the　Irish　landscape．
　　Ithink　of　it　as　a　place　that　I　know　is　ordinary　and　I　can　lay　my　hand
　　on　it　and　know　it，　and　the　words　come　alive　and　get　a　kind　of　person－
　　ality　when　they’re　involved　with　it．”
（3）Bog　Poems連作は8篇ある。
　　“Boland”“Bog　Queen”“The　Grauballe　Man”“Punishment”“The
　　Tollund　Man”“Strange　Fruit”‘‘Kinship”“Relic　of　Memory”
（4）　テッド・ヒューズからの影響をヒーニーは，その‘explosive　diction’に
　　あると述ぺているがAnglo・Saxonのcompound　word使用なども影響が
　　みられる。さらにヒューズの“The　Thought・Fox”がメタ・ポエムであるこ
　　となどもヒーニーの詩作のヒントであろう。
（5）　Nine　Contemporary，Poets（1979，　Methuen）のP．　R．　Kingの論は要点
　　を衝く文章である。
（6）Adolphe　Harberer：‘‘The　ways　of　the　possible：ATextua1　Analysis　of
　　‘‘Gifts　of　Rail1’’”in　Studies　on　Seamus　Heaney．
（7）　“The　Trade　of　an　Irish　Poet，”The　Gecardian（May　25，1972）p．17．
（8）straw・footedに言及しているのはわずかにAdo！phe　Harbererだけである
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　　　が，彼はスペンサーの文章には言及しておらず，次のような複数の意味を？
　　　　マーク付で提示している。
　　　　　Is“straw．footed”an　original　metaphor～　Is　it　indicative　of　a　great
　　　fragility，　descriptive　of　the　way　peasants　used　to　stuff　their　clogs　with
　　　straw　to　keep　their　feet　warm，　or　is　it　an　obscure　reference　to　the
　　　way　young　army　recruits　used　to　be　drilled（strawfoot／hayfoot）～
（9）1951年の考古学調査でToome　Bayの近傍で石器時代の遺物が出てきた
　　　事実がある。
（10）　“Bedding　the　Locale”in　New　Blackfriars（March，1973）
　　　　　‘afusing　of　the　traditional　concerns　of　the　land　with　the　modern
　　　analytic　image，　held　finally　together　by‘spores，’and　which　occurs　in
　　　the　contrasted　perception　of　the　domestic　water　contained　by　the　wash．
　　　basin．’
（11）たとえばJohn　Wilson　Fosterの“The　Poetry　of　Seamus　Heaney，”
　　　Critical　Quarterly（spring，1974）　等o
（12）　‘‘Belfast”in　Preoccupations，　p．33，
（13）　“An　Interview　with　James　Randall”in　Ploughshares（winter，1979）
（14）　フェルメールのr兵士と若い女』と比較する者もいるが，平凡な日常の仕
　　　事への静かな従容の様子からみて，また室内へさしこむ陽光からみてrミル
　　　クを注ぐ女』の方が“Sunlight”に相応すると思われる。
（15）　cf．　Neil　Corcoran：Seamus　Heaney（1986，　Faber　and　Faber）p．84．
（16）David　Annwnは1nhabited　Voicesでこの箇所について午上った河床の
　　　イメージを読みこんでいる。P．115．
（17）　Christopher　Ricks：The　Force　of　Poetry（1984，0xford）pp．34～59．
（18）　cf．　David　Annwn：Inhabited　Vo　ices（1984）p．115，　　　　　　　　，
　　　　　‘Moy’means　plain，　but　P．W．　Joyce　thinks　that　there　is　a　case　for
　　　inferring　tha＃any　river　called‘Moy’may　be　known　as　a　river　of
　　　‘virtue．’Anne　Ross　has　written　that　river　names　often　reflected　the
　　　names　of　goddesses，　such　as　the　Boyne　and　the　Shannon　named　after
　　　Boand　and　Sinann．
（19）　アイルランドと英国の文化の狭間に立っているヒーニーが歴史の地層に入
　　　りこんでいく手段は英語だけでなく，ゲール語である。“ANew　Song”の
　　　最後にも‘fortification’の意味の‘rath’，‘a　ritual　basin・stone’を表わす
　　　∫bullaun’を用いている。
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（20）彼が土地を守る神；地霊の守護僧侶の役をしてし、るイメrジは“Kinship”
　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　では祖父＝‘god　6f　the　waggon’，自分＝‘his　privileged　attendζpt’として
　　表現されている。“Land”（W．D．）はまさにヒーニーが自分の詩を土地の女神
　　に捧げることをSμb－textにし一1いる。
（21）Frank　Kinahanとのインタヴューでヒーニーはアイルランドのカトリッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ク教徒として次のように述ぺている。　　　　　　　　　　　，
　　HEANEY：＿＿亘ttituqes　that　are　deeply　within．　And　that’s　what　I
　　　meant　by　Catholic，　as　opposed　to　Protestant．　Take　the　Germans，　or
　　　the　Anglo－Saxons，　or　the　Northern　Irish　Protestants．　You　could・say
　　　that　the　Protestants’PQ今m　is“Our　Father，　which　art　in　heaven”
　　　－akind　of　stμrdy　negotiation　with　the　boss－Whereas　the　Catholic
　　　prayer　is　l‘耳ail　Mary”：“pray　for　us　noW　and　at　the　hour　of　our　death．
　　　Amen．”And　so　on，　Much　rnore　supplicatory．　　　　．
（22）　この詩についてはrテッド・ヒ＝一ズ鑑賞ノート（1）』で詳し．く分析してみ
　　た。
（23）　cf，　E．　Estyn　Evans：lrish　Eolk　Ways．　p．28．
（24）　イェイツが文化の中心の崩壊を予告したのは，いわゆる知的文化人のスノ
　　ビズムのような所があるのに対し，ヒーニーの姿勢は低く土地に密着した農
　　民の姿勢である。言い換えると最初から崩壊する文化の所有を許されなかっ
　　た者め謙虚と衿持が同時に‘this　center　holds’という詩句に感じとれるよう
　　に思う。
（25）　A．V．C．．　Schmidt：“‘DarknesS　Echoing’：Re且ections　on　the　Return　of
　　Mythopoeia　in　Some　Recent　Poems　of　Geoffrey　Hill　and　Seamus　Heaney”
　　の中の“The　Toome　Road”への言及は大変に鋭い分析を示している。　The
　　Review　of　English　Studies，　No．　142．
（26）　Neil　Corcdran，　p．84．
（英米文学科　教授）
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